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マツおよびスギの品種別造林試験(第i報)

細　山　田　　三　　郎

Experimental a任orestation of races of Pines (Pi種us densiaora

S. et Z. and P. Thunbergii Par暮) and Sugi

(Cryptomeria japonica D. Don) (Report I)

Sabure HOSOYAMADA

1.鰭 畠

わが国のマツ,スギには多数の品種があるが,その中でおもに九州地方に産するマツ5種類,ス

ギ12種類(奈良県吉野地方産1種を含む)の試験林が,昭和33年4月天皇皇后両陛下の御巡行を

記念するため.鹿児島市吉野町鹿児島大学教育学部寺山総合試験地内に設定され7年を経過した｡

品種によりかなりの成長差がみられるので,樹高成長と地際直径成長について調査した｡

なお西田教授,農学部初島教授.迫助手,鹿児島県林業試験場造林課長山内孝平の各氏より種々

御指導を戴いた｡ここに記して謝意を表する｡

2.試　験　の　目　的

造林の要点は,適地適木で植栽後良く手入れすることであるが,最近では林業労鋤力不足と,木

材資源不足にともない,早く成長する品種を梅林するようになった｡しかしながら各品種には一長

一短があり.品種間の優劣や造林適地を明確にすることである｡

3.気候および地質土壌

i 　候　　当試験地で観測したものである｡

a 　　温

1955年から1964年まで10年間の平均観測値の月別および年平均気温を示すと第1表の

通りである｡

Table 1 Table showlng the monthly and mean annual temperature in Co

for Terayama experimental station.

Jan圧eb 磐�"���Ap着 磐���Jun‖ul 又�Vvﾇ6W�ﾆ�7B���･or車ec 磐V���跚V�ﾂ�
一誌｢6.7 唐纈�15.4 ��ゅB�21.5126.1 �#R縱�#2經��ゅB���TLTT3--- 亦��b�"�

b . 愚

1955年から1004年まで10年間の平均観測値の月別および年雨塾を示すと第2表の通りで

ある｡
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Table 2　　Table showing the monthly distributions of rainfoll in m. 帆. for

Terayama experimental station.

Jam 杷V"�MariAprIMay 肌V貭ﾔｧR簇ﾄ�Vvﾇ6W�B�octiNor 〟 倆FV6彦��ﾂ�

122.0 ��3B綯�二言TTJ申す ��ｹVh�#33�粤�#澱綰�#C偵"�116.7192.6 田�綰�#c���"�

C)湿雨図を示すと第1図の通りである｡
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Fig. 1. Hythergraph showing seasonal

variations of temperatur and

precipitation at Terayama ex-

perimental station
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Fig･ 2･ Showing the place of the experimental plot. (Plane F.)　　Scale 1 : 2000
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ii)地質1)土壌1)

輝石安山岩を母君とし,その上郡に火山灰が厚く堆積したもので,微砂質の草原性黒色土で奉

る｡ pHは4,9-5.2の酸性土壌である｡

4.試験地附近と試験林内の概況

海抜400mで旧藩時代は放牧場であったが,明治8年西郷隆盛が私学生徒とともに開墾をはじ

め,明治中頃までは急傾斜地を除いた大部分が,畑地であった｡その後,畑地の大半にマツ,スギ,

ヒノ辛が植林された｡

試験林の地形はほぼ南西に向き,急な所で30｡あるが,全体的に緩傾斜をなしている｡試験林が

設定される前は,メアサスギより北東部分にはマツが植林され,南西部分にはス羊が植林されてい

I,一部分にはカンザンテクがはえていた｡昭和21年には今迄の大木はほとんど伐採され,一時は

下木の成長による雑木林や原野になっていた｡

マツの試験区域は尾根筋に当り,スギの方はなだらかな斜面で沢筋に当り,ヨシノスギとメアサ

スギの間には,湧水地がある｡

植生はチガヤを主体とした草本類が多く,これに蘇畜類が混生し,ナワシログミ,サルトイパラ,

ノイパラ,コアカソ,アカメガシワ,メド-ギ等の潅木類がところどころに点在し,下払いしない

Fig. 3. Map ofTerayama. Scalをilti 50000
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Photo. 1. Experimental forest.
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Photo. 2. Vegatation.

と毎年新しくタイミンチクが,あちこちにはえてくる｡

〔I〕マ　　　　　ツ

A　試験林設定法

i)植栽方法

品種を任意に配置し,植栽間隔は1.8mx1.8mとして品種区境界には,ヒノキを植栽して区別

した｡昭和33年4月構裁｡

ii)供試苗木1)

品種の産地に関係する林業試験場,森林組合,林業会社および個人からそれぞれ寄贈を受けた｡

iii)供試苗木の品種,産地,種類および楢栽本数.面積を示すと第3表の通りである｡

R　謁査方法

各品種共に平均して20本ずつ15列(ただしカワナべマツはその半分)植栽されているのTC,中

央部分の列をランダムに抽出して傾斜面の下部から上部へ, 30本樹高をRodで地際直径(地南上

20cmの所)をCaliperで測定した｡なお土嬢調査はカワナべマツの所だけおこなった｡
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Table 3　　Table showing the Race, Native place, Kinds of seedlings of

Sample trees and Planting number, area.

Ra.eiNativepla.e 噺匁G6�6VVFﾆ匁w2�plantinglplanting numberlarea 
i 

Mod6PineiKumamoto'sMinamata ��ﾓ��9��V誣F�3�ﾓ3V6ﾒ��h�b�3800本l…oOa 

Kirishimaaka〃Mt.Kirishima 

Ushine′′Kagoshima'sUshine ��ﾈ�ﾂ���ﾘﾚｩ��5ｸ�9��#�ﾓ#V6ﾒ�30010 

Ry遍ky正〃AmamiandOkinawa �30010 

Kawanabe〃Kagoshima'sKawanobei1-1中田25-30cm �1505 

TotalF 鋳�1,350145 

C　調査結果および考察

調査結果を図表に示すと第6図第4表の通りである｡なおS34.3のデータは　その当時調査し

た資料に基づいたものである｡

Table 4　　Table showing the Results obtained from this experiment.

Item Race 磐V�諞V没⑦w&�F��DС�抹�W&柳F�2���跚V���?ｦ�7&VﾖV蹌�ﾞﾉ^ﾃ���IJV"rn:un. ∴∴∴∴∴ 

ModoPine Kirishimaaka〟 Ushine〃 Ry面ky正〃 Kawapabe" �2縱�ﾒ�2纉��B����B繝��"纉��_且築cm �53cm 56 57 69 41 ��ゅBR��偵B��ゅ���ゅ���R繧�-8.-2-C-m 8.7 8.4 10.1 6.8 

Mean �2繝b�1.14I45.6 �55.2118.1 �8.4 

考　察

成長率を除いて考察すれば　りユウキュウマツが断然成長がよく,モドウマツ,キりシマアカマ

ツ,ウシネマツの3品種はほゞ同じで,カワナべマツが一番悪く他の品種との差が相当ある｡これ

は試験林の一番上部に当り地力が劣っているためである｡この試験区の土壌調査結果は,第4図の

通りで, BIc型土壌でA層が浅く,腐檀質が少く乾燥しすぎていて,下層土が堅いためである｡ま

たマツとヒノ牛の適地は同一条件ではないが,周囲のヒノキの成長からも判断出来るように,カワ

ナべマツの植栽地が最も地力が劣っている点と苗木に大小があった点が多分成長に影響しているも

のと考えられる｡

マツは｢乾燥に対して非常に適応性がある｣2)が,マツでも｢肥沃で土壌の深いところほど成長が

よい｣2)ので,適地を選んで植栽すべきだ｡一方｢安山岩地帯の沢筋の緩傾斜地は,土壌が堅くなる

傾向があり,黒色土は緻密になりやすいので,植穴を大きく掘って,ていねいに植るべきだ｡｣2)

山内孝平氏によると｢この調査結果は,他の地区でも同様の傾向がある｣といっておるo　なお成

長率は｢林分材積成長測定の重要因子である｣4)ため,ただ参考程度に算出した｡
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BIc型土壌(弱鞄牲黒色土)

地形:中傾斜尾根筋

傾斜: 15-250

万位:SW

基岩:安山岩

断面の説明

し層:1-2cmカヤ落葉

A :35cm黒褐色蘭植質含む抄質壌土,軟,やや湿,中,中根多い

B:25cm黄褐色,砂質壌土,堅,施,腐植乏しい,根少い

ボラ:30cm細根ほとんどなし

Fig. 4. Soil section (Kawanabe Pine)
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Photo. 3. Mode Pine.
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Photo. 4. Kirishimaka Pine.
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〔Ⅱ〕ス　　　　　ギ

A　試験林認定法

i)橙栽方法

供試苗木

マツおよびスギの品種別造林試験(第i報)

･･･-マツと同様である｡

供試苗木の品種,産地.種類および植栽本数.面積を示すと第5表の通りである｡

Table 5　　Table showing the Race, Native place, Kinds of seedlings or

cuttings of Sample trees and Planting number. area.

Race 疲�F蒜U�ﾆ�6R�Kindsofseedlings orcuttings 沫�貮V�WF&剃�誚ﾇ�ﾆ��ﾎｶ羇�

YabukuguriSugi 柳霧�ｧ6ﾖ��B��粫�6襷�V譁ﾆ7R苴ｦ也&vrﾆ��ﾕF�ﾗF�ｦﾔ�3�gｶ呈��

Yoshidaguro" 噺�v�6�ﾖ�6宥��･130TT 
Obiaka〃 磐蘭�ｦ�ｶ蜘4�&��･ー30i一丁一 

Kurusu"十蕊詰蕊a- 勍i30 �1 i 

Kumotiishi〟 塙Vﾖ�ﾖ��4ﾗ"�'VFR�･｢TT 

Urasebaru〃 尾友�w5W&�6V&�'R�･上｢一一｢ 

Kizin〝 噺�v�6�ﾖ�w4ｶ�踟���6宥��･i301一一1 

Odori〝 噺�v�6�ﾖ�w4ﾖ�ｶ�#�蔗�･TT. 

Sukeemon〝 隼z8ﾎｶﾖ�ﾂ"�髭EB�

Yamanokami〃 噺�v�6�ﾖ�w2�ｶ�v���&R�I-′一一~----,:--Toll 

Yoshino〃 牝��&�ﾇ5薮6�蹂�ｷ6V烹貳譁v粫v��Bｹ]���3��1 

Measa"iKagoshimaprefecture 儺Tu.索:ooj語.-m一一~一一丁目 

Total ��135十一二｢ 

R　調査方法

全品種平均して5本ずつ6万IJ植栽してあるので,中央部分の列をランダムに抽出して, 20本ずつ

樹高はRod Te･,地際直径(地上20cmのところ)をCliperで測定した｡

なお土壌調査は,ヤブタグリスギ,ウラセパルスギ.ヨシノスギの3試験区をおこなった｡
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C　調査結果および考察

調査結果を図表に示すと,第5図.第6図,第7図,第6表の通りである｡

なおS 34. 3のデータは,その当時調査した資料に基すいたものである｡

BID (d)型土壌(適潤性黒色土,やや乾燥する)

地形:申傾斜中腹

傾斜: 15-250

方位:SE

A3　　基岩:安山岩

断面の説明

L層:1-2cm少し

Al:25cm暗褐色　腐植含む微妙質壌土　軟,乾.申,小娘少し

A2:12cm黒色　腐植少し　微妙質壌土　細根外し　やや堅,乾

A8:15cm灰褐色　腐植乏しい　微妙質壊土　壁,拷,根少し

B;45cm黄褐色　石轢なし　堅,乾,根なし

Fig. 5. Soil section (Yabukuguri Sugi)

BID(d)型土壌(適潤性黒色土:やや乾燥する)

地形:申傾斜中腹

傾斜; 20-25o

方位:SE

基岩:安山岩

断面の説明

B L層:1cm少し

Al:20cm　暗褐色　腐植含む　微妙質壌土　やや堅,乾,細根多い

A2:15cm黒色,腐植少し　微妙質壌土　堅,湿,小根少し

B:40cm黄褐色　腐植乏しい　石轢なし　堅,乾

Fig. 6. Soil section (Urasebaru Sugi)
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I

AI

BID型土壌(適油性黒色土)

地形:緩傾斜沢筋凹地

傾斜: 0-5o

A2　　万位: SW

基岩:安山岩

断面の説明

し層;3-4cmカヤ落葉堆積

Al:22cm黒褐色,腐植富む,砂質壌土　軟,湿,中小根多い

A2:35cm黒色,腐植富む,砂質壌土　軟,湿.中小根多L

B:35cm暗黄褐色　堅,湿,根少し　微妙質壌土

Pig. 7. Soil section (Yoshino Sugi)

Table 6　　Table showing the Resuts obtained from this experiment.

考　察

マツと同様に成長率を除いて考察してみれば,ヨシノスギが一番成長がよく,これにクモトオン

スギが続き,キジンスギ,オビアカスギ,クルススギ,ヤマノカミスギ,ヨシダグロスギがほぼ同

じように成長し,これにスケ-モンスギ,オドリスギ,ヤブタグリスギが同じような成長を示し,

メアサスギ,ウラセパルスギの成長がもっとも悪い｡

特に早生型で幼時の成長の早いはずの,ヤブクグリスギ,ウラセパルスギが悪いのは地形的に南

東向の中腹斜面にあり,地力が劣っている｡土壌調査結果は第5図.第6図の通り, BID(a)型でスギ

の造林地としては,やし乾燥してA層が浅く,腐植質が少く,微妙賃で下層土が堅く.理学性に欠

けているためである｡

これに反して,ヨシノスギの試験区は地形的に試験林内で一番すぐれているところで,土壌調査

結果は,第7図の通り　BID型土壌で,スギの造林適地である｡
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スギは｢土地に対する要求度が強く,適潤でA層が深く,軟かく,養分の多い山腹下部の凹地,

北面の山腹中一下部のところでないと.良好な成長は望めない｣2)ので,梅栽する時には十分適地を

選ぶことが必要である｡

山内孝平氏は｢やはりこの調査結果は他の地区でも,ほぼ同様な傾向がある｣といっており,杏

美大島でも輯栽後1年経過したときの調査結果3)によると,大体同様の傾向を示している｡

なお成長率は前述の如く,参考程度に算出した｡
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奇･蕎- 雲

調査結果娃東砂と誇りである｡

i)マツ｢整除ワユウキュウマツが一番生長がよく,モ筆ウマツ.手サンマデカマツ,ウシネマツ

はは!覇霞じで,カワナべマツがもっとも基い｡

ii)スギではヨシノス羊がもっとも成長がよく,これに多キトオジス羊が続き.キジンスギ,オ

ビアカスギ,クルススギ.ヤマノカミス羊,ヨシダグロスギめ謁動衰同じように成長し,これにスケ

-モシスギ.オドリスギ,ヤブタグ1)ス羊が続き,メアサスギ.ウラセパルス羊がもっとも悪い｡
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Summary

The object of this exprlemnt is to reveal the rate of the growth bettween the

race and to丘nd the丘test site for planting of each race.

The results obtained from this experiment are as follows :

1. Rybkyh Pine (Pinus lutchuensis Mayr･) showed the best growth and Mode

Pine (race of Pings Thunb町軸馳rI.)･+ ･Kirishi腫亜拙く瞳(議CI軸s densinora

S. et. Z.), Ushi枇P正己(Ta∞1譜P_ Thunbergiis軸規を聾e j霊地翻虫to this and

Kawanabe Pine (race of重). T虹は車輪rgii Parl) ヽ蹟務田彊函壬h--･mes.一

2. YoshiBO SB葺き濃め豆l姐fhe best growth血寝耳mOteshi Sugi was followed

to this and K冠か軸,鵡臨調国電ugi, Yaman匂髭雌Hi Sugi Yoshidaguro Sugi were

third and Suke餌強奪軸軸三賞Igi, Yabuku盛運i S組由we托fo孤rt積出Measa Sugi,

Urasebaru SAgi調重訂動曲in,掘鯵raCeS Of C重救餌ne壷a 




